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埋蔵文化財展・埋蔵文化財講演会

県教育委員会並びに地元教育委員会との共催により、三河・尾張の両会場で「土器作り

の技」をテーマに「埋蔵文化財展」を開催した。また両会場とも、会期中に、併せて「埋

蔵文化財講演会」を開催した。

埋蔵文化財展

尾 張 地 区 三 河 地 区

会 場 愛知県埋蔵文化財調査セ ンター 蒲郡市郷土資料館

会 期 8 月15 日(月)～ 8 月31日 (水 )

( 8 月2 1日(日)を除 く16 日間)
7 月29 日 (金)～ 8 月 7 日(日) ( 9 日間)

展示 品 1. 出土品 (約 250点)

(両会場共通) 朝 日遺跡……赤彩壺、赤彩高杯、 S 字状 口縁甕な ど (弥生 ～古墳時代)

廻間遺跡……赤彩壺、 ヒサゴ壺、 S 字状 口縁甕など (弥生 ～古墳時代)

諏訪遺跡……壺、台付甕、高杯 など (弥生～古墳時代)

岡島遺跡……壷、甕な ど (弥生時代)

三の丸遺跡……土塁土層転写 (江戸時代)

清洲城下町遺跡……天 目茶碗、長石釉碗、羽釜など (安土 ・桃山時代)

2 . 写真パ ネル (約 34点 )

入場者 945人 15 86人

その他 入場者に解説明パ ンフレッ ト (B 5 判 8 頁) を配布

埋蔵文化財講演会

尾張地区 三河地区

会 場
愛知県埋蔵文化財調査センター (研修

室)
蒲郡市市民会館 (中ホール)

開催日 8 月28 日 (日) 7 月30 日 (土)

講 師 奈良大学教授 水野正好氏 (財)大阪文化財センター理事長 坪井清

演題 「古墳とまつ り ―その考古学」 足氏「奈良時代の尾張 ・三河と平城宮」

入場者 250 人 700 人
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発掘調査技術等研修会

県教育委員会との共催で、市町村の埋蔵文化財担当職員を対象とした「発掘調査技術等

研修会」を実施した。参加者は、基礎研修会が24名、専門研修会が26名であった。

基礎研章修会日程

8 月25 日 (木) 8 月26 日 (金)

開講式
「発掘調査資料の保存 と活用」「文化財保護法解説」

講師 愛知県埋蔵文化財調査セ ンター

加藤 安信

講師 (財)愛知県埋蔵文化財センター

赤塚 次郎 ほか

「発掘調査にかかる予算の組立て方と補助金制度」

講師 愛知県教育委員会文化財課

赤羽 一郎 「名古屋城三の丸遺跡発掘調査現場見学」

「埋蔵文化財の保護」

講師 愛知県埋蔵文化財調査セ ンター

伊藤 稔 開講式

専門研修会日程

1 月26日 (木) 1月27日 (金)

開講式
「伊勢湾周辺の竪穴系横口式石室」

講師 (財)南山大学教授

伊藤 秋男

「日本の旧石器文化―発掘調査法・石器分析法を中心に―」

講師 文化庁調査官

岡村 道雄

「中世都市遺跡調査の成果と問題点」

「年輪年代学について」

講師 奈良国立文化財研究所主体研究官

光谷 拓実

講師 国立歴史民俗博物館助教授

小野 正敏

「水田調査の現状と課題」

講師 三重大学教授

八賀 晋 開講式
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資料の貸出・提供

センター保管資料の利用については、出土品の貸出について10件、写真等の資料の使用

について件の依頼があったが、いずれもその要望に応じた。

貸 出 先 目 的 貸出し資料 期 間

名古屋市博物館 常設屋 『尾張の歴史』 勝皮廃寺清洲城下町遺跡出土品 計 6 点
63年 7 月 9 日
1
9 月 9 日

『日本列島発掘展』企画実行

委員会
『日本列島発掘展』 朝 日遺跡出土品 計 2 点

63年 7 月 10 日
1

元年 9 月 20 日

岐阜市歴史博物館 特別屋 『信長 岐阜城 とその時代』 清洲城下町遺跡出土品 計13点
63年 9 月 1 日
1
10月 19 日

愛知県陶磁資料館
特別展 『日本陶磁絵巻』

朝 日遺跡 勝川遺跡 63年 9 月 25 日
1
12月 10 日財団法人王島美術館 週間遺跡 出土品計 4 点

京都国立博物館 特別点『畿内と東国Ⅰ埋 もれた律令国家―』
勝川廃寺

出土品 計 4 点

63年 10月 4 日
1

-11月 23 日
安城市教育委員会 『土器が語る文化交流―古井遺跡群を中心

週間遺跡出土品 計 9 点
63年10月 4 日
1

市文化センター としてー』 10月 29 日

長久手町教育委員会町郷土資 特別展 『長久手の中世～ての城館跡を中心
清洲城下町遺跡 出土品計15点

63年 10月 26 日
1

料室 に～』 元年 2 月 10 日

春 日井教育委員会

市文化セ ンター

市民ギャラ リー

『春 日井の歴史展』 町田遺跡 ・松河戸遺跡出土品 計230 点
63年 11月 1 日

1

11 月30 日
『やきもの美展』 勝川遺跡出土品 計30点

名古屋市見晴台
『城 と町のデザイン―戦国～江戸の考古学―』

清洲城下町遺跡 ・朝日西遺跡出土品 計57 元年 2 月 1 日
l

元年 3 月31日考古資料館 貞一

提 供 者 目 的 提供資料 提供 日

ニューサイエ ンス 『考古学 ジャーナル』63年 6 月号掲載
朝日遺跡 写真2 点 スキ ワク 出土状況

勝川遺跡 写真1 点 SX 01 検出状況
63年 4 月 18 日

焼津市歴史民俗資料館
第4 回特別展『日本農耕文化の黎明一稲のシルクロード』

展示コーナーへの展示
朝 日遺跡 写真 1 点 全景 63年 6 月 6 日

図書出版 風媒社 『親と子の化石探偵団』掲載 勝川遺跡 写真 4 点 発掘状況ほか 63年 6 月 7 日

向 日市文化資料館 『竹の文化』 展示 コーナーへの展示 朝 日遺跡 写真 2 点 竹楠 63年 8 月 1 日

東京大学 教育学研究科

江間史明氏
社会科 一一歴史教育の教材 朝 日遺跡 写真 4 点 環濠、柵、杭群 63年 8 月 17 日

名古屋市比良小学校 『比良小学校創立20周年誌』掲載 比良遺跡 写真 1 点 発掘状況 63年 9 月 2 日

名古屋市博物館-
常設展 『尾張の歴史』 朝 日遺跡 写真16点 遺構出土品など

63年 9 月 13 日
展示コーナーへの展示 勝川遺跡 写真 4 点 遺構出土品

春日井市教育委員会
『春 日井の歴史』展示コーナーへの展示

町田遺跡 勝川遺跡ほか写真64点
63年 10月 6 日

市民文化センター 遺溝、出土品ほか

長久手町教育委員会 特別展 『長久手の中世～その城館跡を中心に～』
清洲城下町遺跡 写真 1 点 発掘状況 63年 10月 20 日

町郷土資料館 展示コーナーへの展示

株式会社講談社
工楽善通編 『古代史復元』

第5 巻 『弥生人の造形』掲載
朝 日遺跡 写真～2 点 人形 鳥形木製品 63年 11 月17 日

名古屋市博物館 『遺跡の発掘調査』掲載
朝 日遺跡 阿弥陀寺遺跡 清洲城下町遺跡

朝 日西遺跡 写真37点 出土状況
63年 11 月18 日

株式会社碧水社
世界文化社版 『復元 日本大観』

第5 巻 『古墳 と古代住居』掲載
朝 日遺跡 写真 1 点 人骨 63年 12 月19 日

株式会社浜島書店 『図説資料 日本史』掲載 朝 日遺跡 写真 1 点方形周溝墓 元年 1 月18 日
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現地説明会

昭和63年度の現地説明会は、名古屋城三の丸遺跡や清洲城下町遺跡の城郭遺跡を中心に、

7回にわたり実施され、参加者は延べ1500人以上に達した。

現地説明会等開催状況

遺跡 (発掘区) 開 催 日 所 在 地 内 容 参加者

下 山 古 墳 88 ・7 ・9 幡豆群幡豆町

径 16m の円墳とその横穴式石室、須恵器 . 馬具等の出

土品を展示
200名

名古屋城三の丸

88 ・7 ・23
名古屋市中区三の

「那古野城」の ものと考えられる堀、江戸時代の建物
250名

遺跡 ( F 区 )
丸 跡 と出土品を展示

加 美 遺 跡 88 ・8 . 13 安城市小川町

古代の竪穴住居郡、中世の屋敷地 ・火葬場と出土品を

展示

320名

清洲城下町遺跡

88 ・11 ・26 西春 日井郡清洲町

清洲城の小堀、敷石遺構、地震 ・噴砂痕と出土品を展
150名

( C 区 ) 示

名古屋城三の丸

88 ・12 ・27
名古屋市中区三の

江戸時代の屋敷地、弥生～平安時代の竪穴住居群、方
300名

遺跡 (A ・C ・D 区) 丸 境と出土品を展示

麻生田大橋遺跡 89 ・1 ・21 豊川市麻生田町
縄文時代の土器棺 .石斧 ・石棒、中世の掘立柱建物 と

出土品を展示

160名

松崎 貝塚 遺跡 89 ・3 ・11 東海市大田町

古墳時代～平安時代にわたる製塩遺構、貝塚 と製塩土

器などの出土品を展示

150名

朝 日 遺 跡

89 ・3 ・18 西春 日井群清洲町 清洲町民センターにおいて、63年度調査成果の報告会 120名
清洲城下町遺跡
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